






1.新生児クレチン症スクリーニングの結果について 

1979 年 2 月より 3mm Disc 法で TSH を測定し 1982 年 1 月まで 222,262 件スクリーニングを

行った。各 assay の高値 3%のため再測定した件数は11,884 例(5.3%),そのうち再採血件数

は 1,008 例(0.5%)であった。そのうち 20μU/ml以上のため精査依頼したのは 48 例で,結果

,クレチン症は 15 例,一過性甲状腺機能低下症は 2例,一過性高 TSH 血症は 7例であった。

各県別のスクリーニング数,患者数および発生頻度は静岡県102,633例,10例,1/10,263,長

野県 56,261 件,4 例,1/14,065,石川県 20,527 件,7 例,1/2,932,千葉県 42,841 件,3 例

,1/14,280 であった。石川県において発見率が高かった。全体での発見頻度は 1/9,664 で

あった。 

患児のスクリーニング時の TSH 濃度は,クレチン症では 20～50μU/ml が 2 例,50～100μ

U/mlが 3例 100μU/ml 以上が 10例であり,一過性甲状腺機能低下症では 50～100μU/ml が

1 例,100μU/ml 以上が 1例であり,一過性高 TSH 血症では 20～50μU/mlが 6 例,50～100μ

U/ml が 1 例であった。一過性高 TSH 症では 20～50μU/ml 軽度上昇例が多く,一過性甲状腺

機能低下では 50μU/ml 以上の中等度～高度上昇例であった。また,本スクリーニングにお

いては 20～50μU/ml の軽度上昇例のクレチン症をも発見することが出来た。 

スクリーニング時のDisc TSH 濃度と精査時の血清 TSH 濃度の比較では,クレチン症の 3例

において精査時の血清TSH濃度の方が低値を示し,残りの16例においては,ほぼ同じ濃度か

,より高濃度を示した。一過性甲状腺機能低下症では精査時の血清 TSH 濃度の方が高値を示

した。一過性高 TSH 血症では精査時の TSH 濃度の方が高値を示したものが 2例あり,その他

の 4例は,ほぼ同じ濃度か,より高濃度を示した。 

スクリーニング時のDisc TSH濃度と精査時の血清T4濃度の比較では,クレチン症19例の

うち血清 T4 濃度が正常なものが 4 例あった。そのうち 2 例は Disc TSH 濃度が 100μU/ml

以上の高値であった。一方,Disc TSH,血清 T4 とも異常を示した中には Disc TSH45.5μU/ml

と軽度上昇であったにもかかわらず,生後44日目の精査時T4は0.2μg/dlと著明な低値を

示した例があった。この例のスクリーニング時の Disc T4 は 1.3μg/dl と精査時の血清 T4

と同様著明な低値であり,新生児期における間脳,下垂体,甲状腺系のフィードバック機構



の何らかの障害が示唆される。 


